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令和２年度 教育課程研究指定校事業研究協議会資料

令和３年２月３日（水）
北海道札幌北高等学校

高等学校「総合的な探究の時間」 研究発表

探究活動における資質・能力の育成及び
校内における持続可能な取組について
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１ 探究学習に向けた取組について

~学年における取組から全校へ～

※令和２年度より研究指定



R2～R3
指定事業
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R2教務部
より
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平成30年度１学年の総合学習計画について

宿泊研修

課題研究

ＡＧＥ１６
(進路学習) クリティカル

シンキング

時間割の中に組み入れる(H30～)
・理念の理解・思考ツールの獲得・スキ

ルの育成と定着を目指す。

・教科との関連性を意識する

探究の基礎

レポート作成・
シェアリング・

ポスターセッション

課題設定・情報収集
プレゼンテーション

＜進路＞ＧＰＳテストの活用・マナビジョンの利用

＜国語＞ブックレポート・意見文・統計資料の読み取り
＜英語＞スピーチ・プレゼンテーション大会
＜情報＞ポートフォリオ・ＩＣＴ・データ分析
＊ 実施時期が重複しないよう調整しながら実施

情報分析
意見発表

１学年



「探究基礎」で探究の手法を学ぶ

考察方法の1つを
提示→協働学習へ

正解が１つは限らない
問いに対して論理的に
考察する



「課題研究」で発表の手法を学ぶ

聴衆として積極的に
発表に参加する。

成果を発表し、聴衆から
の質問に答える。

成果をPortfolioとして記録
する。⇒振り返りの資料



令和元年度２学年の総合学習計画について

研究テーマ
の検討

研究の実践
論文の完成

【１学年】探究の手法を学ぶ
グループで探究を行う。

【２学年】個人で課題を見付け探究する
個人で探究を行う。

【３学年】学問探究
探究の深化を目指す。

文献調査
グループ協議

レポート作成
シェアリング
個人探究

グループ内発表
代表者プレゼン

＜保健＞レポート作成 ＜国語＞ブックレポート
＊ 昨年同様に実施時期を調整しながら計画・実施

320人を16のグループに分けて実施。
PDCAサイクルを回しながら質の向上を目指す。

研究計画書
作成

２学年



「課題探究」で実際に探究する

優秀レポートは発表

＜参考＞ 令和元年度課題探究優秀レポートテーマ
・20年後に無くなる職業とは？
・禁止は人の欲求を高めるのか
・寿命とは何か、不死は実現するのか
・なぜ日本人は蝶と蛾を区別するのか
・コケを利用する
・在宅医療で地域格差は減らせるのか
・小学校の英語科は何を求め、何をすべきか
・カシミール問題を解決するために

レポートの中間発表
進捗状況の相互確認

生徒自身で課題を見
付け、テーマを決定



「課題探究」で実際に探究する

＜参考＞ 令和元年度課題探究優秀レポート

レポートの中間発表
進捗状況の相互確認

論文と同形式
背景・目的意義・手法・考察
・結論及び展望 の流れ



平成30年度入学生の総合学習計画について

手法を学ぶ

探究ゼミ

【１学年】探究の手法を学ぶ
グループで探究を行う。

【２学年】個人で課題を見付け探究する
個人で探究を行う。

【３学年】学問探究
探究の深化を目指す。

課題解決学習
グループ協議

課題発見・探究
レポート作成・発表

教科横断・
学びの深化

【１学年】 【２学年】 【３学年】

探究の基礎 → 探究の実践 → 探究の進化

課題の設定→情報の収集→まとめ・発表

→整理・分析→振り返り→課題の発見→

という探究の過程を繰り返す。

課題探究

１学年

２学年

３学年



「探究ゼミ」で深化を目指す

文系３コース・理系４コース・医療系２コースに分けて実施

【医療系】解剖実習を通
して倫理観などを養う

【理系・数学】英語と融合
高校の教科書内容を深化
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３年間を見通した総合学習の計画
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３年間を見通した総合学習の計画



問 「もし全能の神がいるとしたら、彼は自身が持ち上げられない石を
作ることができるでしょうか？」

あなたは何と答えますか。また、そう答えたのはなぜですか。

（Oxford University面接入試問題より）

１ プリント配布・実施内容説明
２ 個人で考える。
３ ５人程度のグループ（×８）で考え、グループの意見をまとめる。

Ａ４用紙にグループの意見を簡潔に記入し、黒板に掲示する。
４ 各グループ３分で説明する。
５ 質疑応答
６ 各自100字以内で自分の考えをまとめる。

ねらい
①他人の意見を聞くことで、様々な観点があることに気付かせる。
②「全能」とは何か、行為・意志のどちらなのか等、分割してそれ

ぞれの定義を考えたり、条件を分析したりする。

２学年 単発課題探究 (今年度7月実施)



８月18日 クラス探究係招集

（グループの枠組み準備）

８月28日 クラス内グループ構成

（研究テーマの決定）

９月４日～12月４日 課題研究実施

10月中旬からポスター準備

11月13日 課題研究クラス発表会

12月11日 課題研究発表会

（１学年聴衆参加予定）

１月以降 発表のまとめ

課題研究レポート作成

令和２年度 ２学年の探究計画



①協働的思考力

・積極的コミュニケーション・意見調整・合意形成

・自分・他者を知る（対自・対他認識）

②批判的思考力

・情報の吟味

・分かりやすく、説得力を持って論理的に伝える

・自分の価値観、解釈・広い視野・主体性・率先力

③創造的思考力

・情報の関連付け、他への応用転用

・推測類推・粘り強く取り組む

・興味を持って学び、深める、楽しさを見付ける

探究学習で身に付ける力

思考ツールと併せ
て生徒に見える化



北高で育成を目指す16の資質・能力

理解していることを
どう使うか

どのように社会・世
界と関わり、よりよ
い人生を送るか

何を理解しているか、
何ができるか

各教科の知識・技能
異文化の理解
多様性の理解
傾聴する技能
コミュニケーションの能力
情報を扱う技能

論理的・批判的・創造的思考力
課題を発見・解決する力
情報を分析・判断する力
表現する力

主体的に実践する力
自己を理解し管理する力
他者と協働する力
社会を多角的に見る力
責任感
健康を保持増進する力

北 高 訓

学校教育目標

H30検討
H31～


